
紙パルプ技術協会 製紙産業技術遺産保存・発信  2009 年 10 月 7 日 

資料 No.26 製紙産業の発展に大きな影響を与えた技術：ある新聞用紙抄紙機の 47 年間の操業記録 

 

1 経緯 

1960 年に当時世界最大クラスの新聞用紙抄紙機が建設された。その抄紙機は、大型化の進んだ現在でも中型･

中速の抄紙機として、世界で最高水準の操業効率と最高水準の製品を生産している。この抄紙機の操業の記録を

まとめることは、新聞用紙の技術開発を具体的な事実で示すことになる。その意義を理解された工場より以下の

資料を提供していただいた。 

抄紙機は、日本製紙釧路工場（建設当時は十條製紙釧路工場）の 6 号抄紙機で、画期的な設備であったことが

メーカーの三菱重工の資料（製紙産業技術遺産保存・発信資料 No.6 紙パルプ技術協会 (2004 年 10 月 13 日)）か

らうかがわれる。 操業記録を次の 3 つの視点で整理して提供いただいた。 

（1）技術開発（設備改造）の歴史 （2）生産性の歴史 （3）新聞用紙品質の歴史 

 

.2 技術開発（設備改造）の歴史 

日本の製紙産業の特徴として、需要の増加に合わせて、大型抄紙機を新設すると共に、古い抄紙機を改造しな

がら並列的に使用してきた。その改造においては、各時代の技術革新を取り込みながら生産性を向上させ、製品

品質を改善して、抄紙機の競争力を保ってきた。この投資額の尐ない改造の積み重ねで、日本特有の早く、かつ、

大きな市場要求の変化に対応してきたのが日本的な手法であり、小回りの利かないスクラップ・アンド・ビルド

が主体の北欧と大きく異なる。その具体的例が資料１（歴史年表）に示されている。抄紙機にはそれぞれの時代

に新しく開発された技術が組み込まれてきた。それに合わせて、抄紙機の主要な要具であるワイヤー、フェルト、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カンバスも改良さ供給される。一方、パルプは原料事情の変遷により変化し続けている。そこには、工場全体と

しての生産活動が柔軟に対応している様子がうかがわれる。 

具体的な数値として、運転抄速 606ｍ/分で設計された抄紙機の駆動装置が 1200ｍ/分に改造され、1050ｍ/分で

運転されている。これらの記録は、いろいろの技術開発が実用化された時期を教えてくれると共に、日本の特徴

的な技術開発を示す貴重な証であろう。 

 

3 生産性の歴史 

資料 1 に生産量の変化が示されているが、1991 年以降落ち込みがある。これは、新聞用紙以外の印刷用紙が生

産されたこと（生産量に含まれていない）及び新聞用紙の軽量化による生産量減（生産面積が同じであれば坪量

減は生産量の減尐となる）による。したがって、生産性の歴史としては資料 2（操業実績）を見るほうが適切であ

ろう。ここでは、抄速は尐しずつ増加を重ね、大きな設備改造で跳ね上がりまた尐しずつ速くなっている。この

尐しずつの増加は工場の操業ノウハウの向上によるもので、絶えず改善しようとする努力は日本の特徴といえる。

これと共に重要なのは操業人員の削減（資料 1）である。操業開始時に 3 直で 13 名/直+補充 3 名/直で、合計 48

名であったものが、現在は 4 直で 5 名/直、合計 20 名となっている。これを可能にしたのは、自動化の導入で（例

えばワインダー作業の自動化等）、この努力は引き続き行われている。 

資料 2 でもう一つ重要なのは抄紙機の総効率である。総効率とは、計画操業時間で生産できる量に対して実際

に製品（品質的に基準を満たすのもの）となった量の比率である。この数値が、操業開始 3 年目（1963 年）から

90％を越え、1977 年には 95％になっている。日本の抄紙機の操業効率は高いと言われているが、具体的な数値と

して公表されたのは今回が初めてであろう。特に、操業開始以来の数値を公表してもらったことに感謝すると共

に、この記録が残ることを喜びとする。 
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資料3：日本製紙釧路工場 新聞用紙紙質の変遷

規定坪量 H（51.8ｇ/㎡） S（48.4ｇ/㎡） L（46.2ｇ/㎡） SL（42.8ｇ/㎡） 
m/c 4 6 8 8 6 6 6 6

抄紙方法 酸性紙 中性紙 酸性紙 酸性紙 酸性紙 酸性紙 中性紙 中性紙
抄造日 1978 1978 1978 1978 1989 1989 1989 1989 2001 2006 1989 1990 2001 2001 2006 2006

基準 平均 基準 平均 基準 平均 基準 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均 平均
MP(T) % 6～8 7.5 6～8 6.9 7.0 7.5 7.4 8.7 8.4 8.5 8.6 8.4 8.6 9.0 8.1 8.4 8.4 8.4 8.4
坪量 g/㎡ 52～55 53.1 52～55 52.9 53±1 53.3 48.4 49.1 49.1 46.6 46.6 47.0 46.1 45.9 43.5 43.0 43.2 43.6 44.2 44.5
紙厚 μ m 82～92 83.0 82～92 84.5 85.5 81.0 74.5 75.0 75.0 79.5 70.0 71.4 75.0 69.5 74.7 74.6 74.3 72.6
密度 g/ｃm3 0.64 0.63 0.62↑ 0.63 0.61 0.66 0.62 0.62 0.59 0.64 0.62 0.58 0.62 0.56 0.57 0.58 0.60

引裂強度 gf T 28.6 24.0 24.4 25.0 25.0
Y 28↑ 29.3 28↑ 30.2 30↑ 32.4 30↑ 31.6 42.0 35.3 37.0 40.0 42.8 37.0 36.5 42.5 41.3 43.4 38.1 38.8

引張強度 kgf T 2.7↑ 2.85 2.7↑ 2.82 2.37 2.12 3.22 3.63 3.62 3.75 3.53 3.81 3.40 3.27 3.74 3.79 4.04 4.06
一 Y 1.12 1.24 1.24 1.33 0.73 1.16 0.73 0.74

伸び ％ T 1.22 1.12 1.11 1.01 1.29 1.42 1.42 1.41 1.50 1.39 1.36 1.32 1.59 1.57 1.36 1.36
般 Y 2.28 2.18 1.21 2.54 2.39 2.48

平滑度（F) sec 平均 71 55 62 42 77 42 53 61 34 35 27 33
紙 平滑度（W) sec 平均 40↑ 55 40↑ 52 50↑ 57 55 70 51 52 37 65 43 46 67 26 26 22 29

白色度 ％ F 52↑ 53.3 52↑ 53.2 50↑ 50.7 52↑ 52.6 51.8 51.8 52.3 51.5 54.7 56.3 51.8 51.5 53.8 53.8 54.8 54.9
質 W 51.8 52.0 52.2 51.5 56.1 51.9 55.4 55.4 55.2 55.2

不透明度 ％ 89↑ 91.4 89↑ 91.9 93↑ 94.4 91.8 91.6 89.4 88.9 89.3 94.4 95.5 88.6 86.2 93.3 92.6 95.2 95.5
摩擦係数 0.47 0.52 0.57 0.57 0.55 0.58 0.54 0.56 0.55 0.55 0.57 0.58
吸油度 sec 57 47 47 39 71 65 65 68 88 63 76 59 70 80 58 60
灰分 ％ 3.0 3.5 3.1 3.2 2.3 3.3 2.9 6.2 11.5 2.7 1.8 5.6 5.1 11.9 12.0
裏抜け値 ％ F 84.6 87.5 85.3 91.2

W 83.5 86.1 84.8 90.8

メカニカルパルプ ％ 85～100 85～100 83～84 82～84 46～51 38～42 33～47 24～25 70～80 70～80 48～60 48～60 22～34 20～32 15～25 15～25
配合率例 脱墨パルプ 0 0 0 19～59 17～48 33～35 34～42 18～25 18～25 20～33 20～33 60～70 60～70 65～80 65～80

クラフトパルプ 0～15 15 16～17 16～18 16～19 27～28 23～29 25～40 2～4 2～4 20～22 25～27 ６～8 8～12 6～10 4～10

2007年1月7日

4 6

酸性紙 酸性紙 酸性紙

4 新聞用紙品質の歴史 

新聞用紙のパルプ配合が変化し、新聞用紙の軽量化が進む中で、一定の紙質を保つ努力が資料

3（新聞用紙紙質の変遷）に表れている。新聞用紙の強度に関しては、新聞社との間に規格があ

ったが、1980 年代に廃止され、印刷の際の断紙率が指標とされるようになった。 

新聞用紙の軽量化にともなって、全般的に、紙厚、密度及び不透明度が徐々に低下した。一方、

最近の中性紙化は不透明度を大きく改善している。強度に関しては、DIP の使用増により、DIP

として入ってくる KP が増えたことにより増加している。また、新聞社の品質要求の変化に合わ

せて紙質の測定項目が変わっていく様子が見られる。紙の摩擦係数がなぜ品質管理の項目になる

のか不思議であるが、印刷された新聞のハンドリングの際に滑り過ぎないためである。 

大きな変化を与えたのは中性抄紙への切り替えで、不透明度や白色度が劇的に良くなっている。

この日本独自の試みがいかに発展するか興味がもたれる。 

品質に関して一番重要なのは、新聞社から出される印刷の際の断紙率の値で、この印刷時の操

業性は品質試験値の大小では説明できない。前にもふれたように、操業を安定させ、製品に欠陥

点を生じないようにする工場全体の操業ノウハウが効いてくる。また、印刷の見栄えの比較も重

要な指標となっている。 

 

5 まとめ 

この具体的な操業の記録は、いろいろの視点での解析が可能で、今後の技術史の研究に役立つ

ことを期待する。なお、資料 1、2、及び 3 の著作権は日本製紙株式会社のもので、無断使用・

複製はご遠慮いただきたい。また、この資料は下記文献より承諾を得て引用した。  

飯田清昭：新聞用紙製造技術の系統化調査 第 11 章（2008 年 3 月 国立科学博物館産業技術

史資料除法センター） 

 


